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伊達市 

平成24年9月13日 

「復興元年」いつも通りの教育環境により

早く近づけるために除染を進めています。 

伊達市は平成24年度を「復興元年」「除染元年」とし、本格的な除染をスタートしています。伊達市立松

陽中学校では、昨年の校庭の除染に引き続き、今年のゴールデンウィーク明けに第2弾の除染として、コンク

リートの削り取りや植栽の刈り取りなどを行いました。除染によって取り除いた表土や草木は、学校の敷地

内の生徒の活動場所から離れた所に遮蔽し保管されています。また、より学びやすい環境作りのため、6月上

旬と9月上旬には、PTAの協力で除草や校舎の窓ガラス清掃などを実施しました。 

「一日4時間程度の制限はありますが、子ども達が校庭でのびのび遊んでいる姿を見て、これが本来の姿だ

と思いました」と高橋卓夫校長。生徒達の体力低下が懸念され、早期に屋外での活動条件を整えることが望

まれていたのです。 

松陽中学校では、週に一回、敷地内の10カ所について線量を計測、公表を継続し、保護者、生徒への安心

につなげています。 

「私たちの仕事は、全国の中学校と同じく、生徒たちが安心して学校生活を送れるようにすることです。 

子ども達にとって一生のうちの貴重な3年間ですから、いつも通りの学校生活に近づけられるよう、除染を進

めたい」と高橋校長は生徒達への思いを胸にしています。 

松陽中3年1組の生徒達。昨年は線量の高さを配慮し洗濯しやすい運動着での登下校であったが、今年度は制服着用ができた。 


